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橋梁の長寿命化において求められるもの

～道路管理者の役割～

平成24年11月7日

東北地方整備局 道路部

道路保全企画官 佐々木一夫

資料 【配布版】
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本日のプレゼンテーション

１．東北管内直轄橋梁のストックの現状

２．橋梁定期点検で確認されている損傷傾向と事例

３．鋼橋の長寿命化と水じまいの関係、水じまいの不
具合事例

４．鋼橋の維持管理性向上の検討項目

５．既設橋梁延命化の検討項目

６．まとめ

末巻 ；

東日本大震災後の緊急点検（緊急調査・応急調
査）結果と損傷概要
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１．東北管内直轄橋梁の

ストックの現状
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現在５０年以上経過
Ｎ＝３７７（１３％）

現在４０年以上経過
Ｎ＝１,２２８（４１％）

現在３０年以上経過
Ｎ＝１,８８６（６４％）

 ■ 橋長１５ｍ未満

 ■ 橋長１５ｍ以上

 － 橋梁数累積
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Ｎ＝１,２４５（４２％）

管内直轄橋梁の建設年度別の橋梁数

高度経済成長期と言われる１９５５年から１９７３年にかけて

全体の約４割にあたる１,２４５橋が建設。
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管理橋梁合計 鋼橋 ＰＣ橋 ＲＣ橋 混合橋

2,967橋 1,347橋 1,242橋 314橋 64橋

ＰＣ橋
1,242橋

42%

ＲＣ橋
314橋
11%

混合橋
64橋
2%

鋼橋
1,347橋

 45%

管内直轄橋梁の内訳（上部工使用材料別）

鋼橋が４５％、ＰＣ橋が４２％の割合
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10年未満
285橋
10%

10～19年
347橋
12%

20～29年
449橋
15%

30～39年
658橋
22%

40～49年
851橋
29%

50年以上
377橋
13%

全橋梁
2,967橋

建設後５０年以上の橋梁

３７７橋
（１３％）

２０１２年
（現在）

１,２２８橋
（４１％）

２０２２年
（10年後）

１,８８６橋
（６４％）

２０３２年
（２０年後）

管内直轄橋梁の年齢構成

年齢別橋梁割合

建設後５０年以上の橋梁箇所数の増加

管内直轄橋梁における建設後５０年以上を経過
した橋梁数の全管理橋梁数に占める割合は、
橋長２ｍ以上で現在の約１３％から２０年後には
約６４％まで急激に増加。
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各県別の地域特性と架橋条件
◆青森県

◆岩手県

◆秋田県

◆山形県

◆宮城県

◆福島県

①冬季積雪寒冷の度が著しい地域。
②太平洋側の一部を除き多雪の影響に
よる凍害や凍結抑制剤散布の影響に
よる塩害損傷を受けている。
③４号、４５号の一部区間を除き管理
路線は内陸部に位置しており、海岸か
らの飛来塩分の影響は少ない。

①沿岸部４５号はリアス式海岸から長
大橋を有す。
②内陸部の４号は比較的なだらかな地
形から小規模橋梁が多い。
③山地部の４６号は比較的中・小規
模橋梁が多い。
④内陸部は冬季の積雪が多く凍害の損
傷を受けやすい。

①中核都市仙台市の市街地を通過する
ため交通量が多く、重交通の影響に
よる床版の疲労損傷を受ける。
②４７、４８号の一部地域を除き、比
較的なだらかな地形から小規模橋梁
が多い。
③東北の中では積雪による凍害雪害
の影響は少ない。

①冬季積雪寒冷の度が著しい地域。
７号は海岸からの飛来塩分による塩
害損傷を受けやすい。
②八郎潟干拓地域沿いは軟弱地盤が
分布し地盤特性の影響がある。
③仙岩地域の４６号は山岳道路のため
長大橋、特殊橋梁を有す。

①冬季積雪寒冷の度が著しい地域。
７号は海岸からの飛来塩分による塩
害損傷を受けやすい。
②１１２号月山道路は山岳道路のため
長大橋、特殊橋梁を有す。さらに、
冬季豪雪地域及び地すべり地域通過
のため苛酷な状況である。

①浜通り地域の相馬港や小名浜港と結
節する６号は重交通の影響により潜
在的疲労損傷を受けやすい。
②内陸部の仙台～東京を結ぶ４号は重
交通の影響を受ける苛酷な状況下にあ
る。
③４９号、１３号山岳部は冬季の積雪
の影響により凍害や凍結抑制剤の影
響を受けやすい。
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架設年次ごとの橋梁の寿命
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幅は寿命のバラ

ツキを示す 床版設計の変更

(1968)
道路橋示方書(1973)

塩害対策指針(1984)

アルカリ骨材反応

抑制策(1989)

疲労設計指針

(2001)

架設年次 平均寿命 標準偏差 備　　考
1921～1930 40 10
1931～1940 40 10
1941～1950 30 10 第二次世界大戦中
1951～1960 60 20
1961～1970 70 20
1971～1980 70 20
1981～1990 100 30 架替えデータが少ない
1991～2000 100 30 架替えデータが少ない

【【出典：出典：国土技術政策総合研究所国土技術政策総合研究所資料資料】】

平均寿命

橋梁の寿命の推定
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２．橋梁定期点検で確認されている

損傷傾向と事例

10

国土交通省の直轄橋梁

平成１６年度より新しい「道路橋定
期点検要領(案)」（国土交通省国道･防災

課長通達）による本格的な保全を開始

５年に１回の点検を義務付け

点検結果を橋梁カルテに記録・

保存の義務

補修履歴の記録・保存

橋梁マネジメント等への活用
改定

国土交通省の直轄橋梁

これまでは昭和63年「橋梁点検要
領(案)」（土木研究所資料）に基づいて

１０年に１回の点検

◆古い橋梁は、一旦補修すると４～
７年後に再補修が必要になりやす
い⇒10年後では遅い

◆早期の第3者被害防止が重要

◆予防保全に役立てる（劣化傾向の
把握）

課題

目的 ① 安全で円滑な交通の確保
② 国民の資産としての橋梁の保全

（参考） 国土交通省国土技術政策総合研究所資料

道路橋の定期点検（点検要領）
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定期点検（点検方法）

効率的な点検方法の選択

地上 梯子・検査路 高所作業車

橋梁点検車 移動吊り足場

近接目視が基本
12

点検結果・・・管内直轄橋梁（鋼橋）の損傷傾向

約４割が（上部工・下部工）補修が必要

鋼橋の対策区分の比率（％）

C, 45.9
Ｂ, 50.2

Ｅ, 0.2
A, 0.5

Ｓ, 3.2

A

Ｂ

C

Ｅ

Ｓ

※ 橋梁点検の対策区分
Ａ：補修の必要なし
Ｂ：必要に応じて補修
Ｃ：速やかな補修（５年以内）
Ｅ：緊急に対策が必要
Ｓ：詳細調査が必要

（H２４年３月末）
鋼橋の場合は、腐食が圧倒的に多い
東北の場合疲労亀裂の発生は少ない

主桁が要補修の損傷の種類

鋼橋の主桁が要対策の場合の損傷発生率（%）

10.8
13.2
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※ 損傷の割合＝対象部材の損傷のある部材数÷対象部材の総部材数

外桁
内桁

外桁

桁端部(起点側)

中間部

中間支点部

桁端部(終点側)

0%
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損
傷
の
比
率

鋼主桁の腐食

損傷傾向・・・鋼主桁の腐食は桁端部が多い

外桁部腐食

桁端部腐食
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損傷が生じた場合、重大災害に繋がる危険性が高い損傷

特に、昭和31､39年示方書の橋梁は注意が必要

ウェブギャップ

横桁フランジ貫通部

主桁補剛材

損傷傾向・・・亀裂は溶接部や接合部・切り欠き部が多い
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亀裂の発生し易い箇所（鈑桁）－溶接部（疲労亀裂）

ｂ ソールプレート溶接部

ｂ’ けた端切り欠き部（ゲルバーヒンジ部も含む）

ｃ 主げたと横げたの接合部

ｃ’ 主げたと横げたの接合部

出典：鋼橋の疲労 (社)日本道路協会 平成9年5月

16
主桁：素食による孔・破断・断面欠損

損傷傾向を踏まえた部位－桁端部（腐食等）

支承：素食による機能障害

桁掛け違い部中間支点部
でも同様の損傷が発生
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損傷傾向を踏まえた部位－溶接部（疲労亀裂）

ソールプレートに沿ってウエブにまで達している 斜角のある鋼単純合成桁の横桁取り付け部

切欠コーナー部に沿った亀裂
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損傷傾向を踏まえた部位－耐候性鋼材（防食機能劣化）

路面排水管付近の腐食

床版水抜きパイプ付近の腐食

桁下空間狭小箇所、橋詰め付近の腐食
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損傷傾向を踏まえた部位－ＲＣ床版（損傷・漏水）

ひび割れ発生 舗装面にも損傷が見られる

床版の浮き撤去では走行軌跡に沿って損傷している

撤去床版で上縁鉄筋から
床版上縁に向かってひび割
れが発生していることもある 20

３．鋼橋の長寿命化と水じまいの関係、

水じまいの不具合事例
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• 腐食対策として腐食の原因となる「水じまい
（水処理）」の 『善し』『悪し』 が鋼橋のＬＣＣを

大きく左右する

• 東北地方の場合、腐食促進因子である凍結
抑制剤を冬期に散布するため、「水じまい（水
処理）」への配慮は非常に重要

鋼橋の長寿命化と水じまいの関係（腐食対策）
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地盤

常時湿潤状態常時湿潤状態
・湿気がこもりやすい

（特に主桁内側）

・土砂・ごみの堆積は
湿気を保持してしまう

汚れやすく汚れやすく

洗われにくい箇所洗われにくい箇所

排水型の伸縮装置

凍結抑制剤雨水・土砂・ごみ

跳ね水

地盤

常時湿潤状態常時湿潤状態
・湿気がこもりやすい

（特に主桁内側）

・土砂・ごみの堆積は
湿気を保持してしまう

汚れやすく汚れやすく

洗われにくい箇所洗われにくい箇所

排水型の伸縮装置

凍結抑制剤雨水・土砂・ごみ

跳ね水

床版からの漏水床版からの漏水

床版排水管床版排水管
からの排水からの排水

凍結抑制剤

凍結抑制剤混
じりの雪堤

橋面水の流下橋面水の流下

車両走行によ
る飛沫のまき
上げ

凍結抑制剤凍結抑制剤
混じりの飛沫混じりの飛沫

床版からの漏水床版からの漏水

床版排水管床版排水管
からの排水からの排水

凍結抑制剤

凍結抑制剤混
じりの雪堤

橋面水の流下橋面水の流下

車両走行によ
る飛沫のまき
上げ

凍結抑制剤凍結抑制剤
混じりの飛沫混じりの飛沫

車輌走行による
飛沫のまき上げ

凍結抑制剤凍結抑制剤

混じりの飛沫混じりの飛沫

地山

樹木

湿気供給湿気供給

風雨車輌走行による
飛沫のまき上げ

凍結抑制剤凍結抑制剤

混じりの飛沫混じりの飛沫

地山

樹木

湿気供給湿気供給

風雨

水じまいの考慮すべき範囲
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※ 損傷の割合＝対象部材の損傷のある部材数÷対象部材の総部材数

桁端部（伸縮装置部）

中間支点部

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

損
傷
の
比
率

桁端部（起点側） 中間支点 桁端部（終点側）

鋼製支承の腐食

同一橋梁の桁端部
および中間支点部の支承

伸縮装置からの漏水の影響比較

【漏水の影響なし】
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①鋼橋梁の中から補修履歴が明確な橋梁を選定

②架設年もしくは前回塗装から点検年までの経過年数を算出
③各損傷程度に至る年数の平均値を算出
④損傷程度毎の平均到達年数を横軸：経過年数、縦軸損傷程度の２軸にプロットし、
経過年０年で損傷程度ａを切片とする二次曲線で回帰分析
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◆桁端部平均経過年

▲桁中間平均経過年

■分析例

伸縮装置の非排水機能の長寿命化が鋼橋のLCCを大きく左右

伸縮装置からの漏水の影響比較
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伸縮装置（排水型）からの漏水 バックアップ材落下による橋座の堆泥

湿潤状態、堆泥など腐食環境が改善されない。 滞水が原因で湿潤状態が解消されにくい。

伸縮装置からの漏水を止めることが重要

水じまいの不具合事例（桁端部）

パラペットからの漏水が橋座に滞水（降雨時）伸縮装置からの雨水

26

箱桁内部箱桁内部箱桁箱桁脇脇

床版と床版と桝桝の境界の境界排水取付排水取付部部漏水漏水

箱桁内部の箱桁内部の管継手部漏水・管継手部漏水・滞水滞水

箱桁内の導水は避けるのが望ましい、水抜き孔を設置する

水じまいの不具合事例（箱桁内部・排水取付部）

27

歩道内点検口からの漏水

水じまいの不具合事例（歩道内検査口部）

歩道内検査口は避けるのが望ましい

点検口
360×360

28

床版水抜きパイプ孔

同一の橋梁でも水抜きパイプの流末処理
の違いで、腐食状況に違いが発生

水抜きパイプの流末を排水管
まで導水している事例
桁の塗装に異常は見られない

水抜きパイプの流末が排水管まで
導かれていない事例
水抜きパイプの影響範囲の桁に
腐食が見られる

水じまいの不具合事例（路面排水管・床版水抜き孔導水）

流末を導水処理するのが望ましい

路面排水管からの飛沫による腐食からの飛沫による腐食

排水管
（横引き）

床版
下面 漏

水

排水管との接続不良



29

床版水抜きパイプ孔

耐候性鋼材を使用した橋梁の場合は、水回り環境・流末処理は重要

写真 左 床版水抜きパイプの導水管が
無い事例
下フランジ側のウエブに層状さび

写真 右 床版水抜きパイプの影響範囲
の二次部材に発生した層状さび

水じまいの不具合事例（耐候性鋼材）

路面排水管からの飛沫による腐食路面排水管からの飛沫による腐食

伸縮装置の漏水による腐食伸縮装置の漏水による腐食
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・床版ひびわれからの漏水，防水層の未設置・破損・床版ひびわれからの漏水，防水層の未設置・破損

水じまいの不具合事例（床版部・防水工）
床版床版目地からの目地からの漏水漏水

水切り不良水切り

主桁

水切り不良水切り

主桁

床版床版水切り機能不良による水切り機能不良による漏水漏水

橋面からの水じまいは橋梁全体に影響することから適切措置は重要

31

４．鋼橋の維持管理性向上の

検討項目

32

鋼橋の長寿命化の方向性（腐食対策）

○ 排水計画の配慮で腐食までの期間を長期

化

○ 損傷原因を除去した上で、耐久性を追求

○ 損傷が発生しにくい、損傷が発生しても補

修しやすい構造を採用

鋼橋の維持管理性向上の着目点
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復興道路等の建設に伴う懸念事項復興道路等の建設に伴う懸念事項
《《品質確保に関する懸念品質確保に関する懸念》》

国、自治体の災害復旧、復興事業等が集中、錯綜国、自治体の災害復旧、復興事業等が集中、錯綜

①資材不足 ・・・・・ セメント、骨材等建設資材の不足

②技術者不足 ・・・ 経験豊かな技術者や技能工が不

足

《《復興速度優先のため「保全」の視点が置き去りにな復興速度優先のため「保全」の視点が置き去りにな
る懸念る懸念》》

①点検の確実性など維持管理のしやすさの確保

②構造物の長寿命化の確保

鋼橋の維持管理性向上の着目点

34

維持管理性向上 長寿命化

床版の
長寿命化

鋼橋の維持管理性向上のための検討項目

維持管理の
容易性

桁の長寿命化 桁端部の長寿命化

桁一般部の長寿命化

初期欠陥の防止

疲労耐久性の向上

凍結抑制剤の影響排除

凍害の防止

点検の確実性 点検空間の確保

補修の容易性 防食

定期交換部品対策

床版打ち換え

土工部との段差緩和

35

『桁の長寿命化』のための検討項目

桁端部の長寿命化

桁一般部の長寿命化

①止水機能の確実性、長寿命化伸縮装置からの
漏水防止

②後打ちコンクリートからの漏水防止

③端末排水ドレインの流末処理の適正
化

①排水管の流末処理の適正化排水流末処理
の適正化

②床版水抜きパイプ（孔）の流末処理
の適正化

①橋座面の排水勾配付与

①桁及び支承の重防食処理

橋座の
滞水防止

塗装の
重防食化

→次へ 36

『桁の長寿命化』のための検討項目

桁一般部の長寿命化 ①排水管の流末処理の適正化排水流末処理
の適正化

③箱桁内排水導水の抑制

①地覆の水切りの適正化地覆からの
周り水処理
の適正化

②床版水抜きパイプ（孔）の流末処理
の適正化

②地覆目地からの漏水防止

①塗装の重防食化
隣接橋からの
飛沫水対策

床版からの
漏水防止

①防水層の設置の適正化

②床版のクラック発生防止

③床版水抜きパイプ（孔）の適切配置

④排水管（横引き含む）の腐食しない材
質への変更
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『床版の長寿命化』のための検討項目

初期欠陥の防止 ①適切な配合コンクリートの
密実性の確保

②適切な打設

③適切な締め固め

（ねじり応力の低減）

疲労耐久性の
向上

①防水層の設置の適正化

①防水層の設置の適正化

①防水層の設置の適正化

路面水の影響排除

コンクリートの
密実性の確保

④適切な養生床版支間の低減

斜角の低減

凍結抑制剤の
影響排除

路面水の影響排除

鉄筋の腐食防止 ①防錆鉄筋の使用

路面水の影響排除

コンクリートの
耐凍害性向上

①適切な空気量の確保凍害の防止

38

『点検の確実性』のための検討項目

点検空間の確保 桁端部の点検
空間の確保

（ナンバリングの付与）

①橋台・橋脚に原則設置

大断面箱桁ダイヤフラ
ム箇所の通行容易性

①支承・伸縮装置の点検、補修が可
能な空間

②桁高1.6m以上について桁間に最低
１列設置

検査路の設置

③鋼箱桁等に最低１列設置

⑥通路空間の落橋防止システムの干
渉緩和

⑤排水施設の点検可能が望ましい

④橋梁点検車の不可視部分をカバー

点検を考慮した
鋼箱断面の確保

⑦適切な昇降設備の設置

39
中間ダイヤフラム

400

6
0
0

中間ダイヤ
フラム900

マンホール寸法
400×600

①箱内点検検査路設置
②内部照明（ＬＥＤ）設置
③送風機設置
④箱桁内部に部材番号記載

点検を考慮した検討項目

大断面箱桁の内部点検不便 同一部材断面の損傷箇所特定苦慮

40

『補修の容易性』のための検討項目

防食 重防食の採用

①ジャッキアップ部の補強定期交換
部品対策

①排水機能、良質土使用、確実な施工

①止水剤の交換容易性の確保伸縮装置の補修

片側交互通行で
施工可能な主桁配置

タッチアップしやすい塗装

支承交換

床版打ち換え

非合成桁の採用

背面盛り土の強固

踏掛版の
路肩までの拡幅

（版下空洞確認孔・補修注入孔設置）土工部との
段差緩和

排水装置の補修

②片側交互通行施工でも非排水機能
が確保できる構造

（再塗装期間の長期化）

①腐食しない、軽量材質の採用
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補修を減らす、補修しやすい橋梁の方がＬＣＣ最小

建設費の２倍以上の補修費

42

５．既設橋梁延命化の

検討項目

43

既設橋梁の延命化の方向性（点検と補修）

○ 点検の確実性と容易性で状況把握

○ 修繕計画作成と予防保全的補修

○ 原因除去補修

○ 損傷拡大防止対策

○ 補修履歴の記録

既設橋梁延命化

44

既設橋梁延命化 点検の実施

点検の容易性

既設橋梁延命化のための検討項目

補修の実施

点検の確実性

定期点検の実施

異常時点検の実施

検査路等の設置

初期値の記録

パトロール時の異常発見

予防保全的補修

補修の確実性 修繕計画の作成

原因除去補修 水じまいの適正処理

既設構造との一体化

簡単な延命対策

迅速な応急措置

損傷拡大防止
対策

不可視部分の除去

補修履歴の記録
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パトロール時の異常発見

パトロール時の点検ポイントを、橋梁保全の視点から解りやすく編集し、甚大な影響

を及ぼす橋梁異常の見落としを防止する。

■ 構成のポイント

① 橋梁に甚大な影響を及ぼす異常を発見するうえで、車内からでも発見でき得る最低限必要な

４つの着目点を具体写真を交えて掲載。

② 管内の橋梁を添付している点検表でリスト化できる。

③ 委託も含めパトロール時に発見した異常が、確実に職員に報告されるように、チェック欄を設け、

書き込めるようにしてある。

■ ポケットブックの活用

直轄、自治体のパトロール時に活用可能 パトロール時の異常発見（案）《橋梁編》

46
（出典） 国土交通省HP（社会資本整備審議会・道路分科会資料）

定期点検の実施

47
Ｈ２３．３．１１東日本大震災時の点検状況

異常時点検の実施

異常時点検とは、地震・台風・豪雨・豪雪等自然現象や異常気象発生時に、緊急的に
実施するものであり、耐荷性・走行性と言った判定をできる限り短時間で判定する。

48

検査路等の設置

○高さ５ｍ未満でも近接目視が

できない場合は検査路は必要
○昇降部高さが防護柵天端と同じで恐怖感を与える

歩廊が腐食により欠損している。

○アーチアバットまでの検査路が施工

されており、点検が容易に実施できる。

○河川進入のための手摺りが施工さ

れており、点検が容易に実施できる。

検査路未設置 既設検査路昇降口

点検橋梁の構造に適した検査路
既設検査路歩廊

流末が直接

検査路に
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初期値の記録

防護柵の通り、地覆の高さ

初期値（高さ、傾き、通り、たわみ、ひび割れ幅等）の設定が重要

最大ひびわれ幅
○○ｍｍ

支承の移動量、伸縮継ぎ手の遊間

防護柵の通り、地覆の高さ

50

不可視部分の除去

○変位制限構造を設置したが支承周りが確認できない○添架物件により詳細な把握ができない

○取り付け道路の線形から、支承部に常に土砂が堆積する状況にある。

○伸縮装置に土砂が堆積し、腐食が促進されている。

桁端部土砂堆積による障害

落橋防止システム設置による障害

添架物件による障害

木の繁茂による障害

51

Ø東北地方整備局で管理する全ての橋梁２,９６７橋について、長寿命化修繕計画を策定し、予防保
全型の橋梁管理へ転換することにより橋梁の長寿命化を図ります。
Ø長寿命化修繕計画に基づき、計画的に対策を行うことにより、ライフサイクルコストの縮減・維持管
理費の平準化を図ります。
Ø計画的に毎年度定期点検を行い、新たに対策の必要な橋梁を発見し対策を実施していくため、長
寿命化修繕計画は、毎年度最新の点検結果等に基づき更新します。

【基本方針】

修繕計画の作成

東北地方整備局ホームページ掲載

52

検 査
（診断）

記 録
管 理

点 検

補 修
補 強

◎完成検査前の補修歴
◎完成後の損傷補修歴
◎災害被災による損傷補修歴

定期的に橋梁の点
検を実施し、損傷状
況の把握に努める。

定期点検結果に
基づき、損傷原因に
関する所見をまとめ、
対策区分の判定、
補修・補強計画を策
定する。

補修・補強計画に基
き、的確かつ効率的に
補修・補強を行う。

橋梁の維持管理に
活用するため、各種
点検結果、補修等の
結果を記録する。

補修履歴の記録
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予防保全的補修１

鋼部材の欠損を放置したまま
再塗装を実施。

支承アンカーボルトに対して
突出したまま再塗装を実施。

桁端部腐食による塗り替え塗装の計画
ケレン完了（桁端部材減肉）

塗装と併せ当て板補強

他の損傷も併せて補修他の損傷も併せて補修

× ×

54
原因を除去し確実な補修原因を除去し確実な補修

① 伸縮装置の補修（非排水化）

② 支承の交換（機能回復）

③ ソールプレートを延長
（応力集中を緩和）

④ 亀裂のあて板補修
（ＨＴＢ接合で確実に）

予防保全的補修２

桁端腹板孔食、下フランジ減肉
当て板補強計画

⑤ 桁端部塗装

55

予防保全的補修（耐候性鋼材）３

耐候性鋼材の腐食速度を上昇させる様々な要因を適切に排除する維持管理を行

い、適切な環境条件を保つことで腐食速度を抑制する。

流末処理の改良事例

桁端塗装の事例

耐候性鋼材を使用した
既設橋梁の補修の手引き（案）

56

水じまいの適正処理

耐候性鋼材を使用した橋梁の床版水抜きパイプの導水。
下フランジより十分下までフレキシブル管で導水。

排水管向きや長さ（不足）にも留意ＥＪからの漏水対策として市販の材料活用も有効

排水管の導水は流末に留意
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既設構造との一体化

（炭素繊維補強）
主 桁主 桁

・床版下面を炭素繊維により補修・補強をする場合は、
主桁間の全幅（純支間）で対策を実施
① 橋面防水の施工が必要。
② 部分的な対策では、十分な効果が期待できない。
③ 補修の場合は、床版との長期における一体性が懸念される。

・ 衝突時の荷重に対して十分に機能できるのか？
① 定着長が不十分（押し抜きせん断抵抗が小）
② 主アンカーに不均等な力が発生（たわみ性防護柵として）

コンクリートの
充填不良

既
設

橋台
（胸壁）

床版端部 防護柵の更新

拡大ベース
プレートの検討

伸縮装置の更新

既
設

床版の補修補強

伸縮装置の補修は急速施工となり、既設コンクリートの取壊
しやコンクリート養生（σ3H）に多くの時間を費やすことから、
以下の内容に留意する必要がある。
① 既設鉄筋の切断禁止、後打ちアンカーの十分な定着。
② 型枠の固定方法、コンクリート打設時の十分な締固め。

すき間

（床 版）

橋台
（胸壁）

まず既設部分の期待する強
度や耐久性が確保されてい
るかを確認するのが重要 58

橋梁の延命化を図るため、桁端部及びその周辺部材などの汚れや付着表面塩分

などを高圧洗浄機を使用して除去し、劣化進行を抑制する。

簡単な延命対策１ 桁洗浄

桁洗浄における塩分量判定基準
50 mg/㎡（塗装・防食便覧）を満足す
るには２～３回洗浄必要

【フレキシブルランス】

ランス形状を変えることで、洗浄箇所に対して的確に洗浄水を当てることができる

改良を加え効率化を図る

過年度より実施されている橋梁点検において、特に鋼桁の桁端部
及び支承付近に腐食が目立つとの報告。

東北地方では、冬期に路面の凍結を防止する目的で凍結抑制剤
を散布しているが、その主成分は塩化物であり、凍結抑制剤の流出
が腐食の主要因となっている。

表面に付着した塩化物（表面塩分）によって鋼部材が防食機能劣
化や腐食を生じる前に、橋梁洗浄を行い、表面塩分に起因する損
傷劣化を予防する。

橋梁洗浄の手引き（案）

59

簡単な延命対策２ 部分塗替え塗装

橋梁の延命化を図るため、部分的に劣化が進行した部材・部位を塗り替えることに

より、塗膜全体の防食機能の維持と劣化進行を抑制する。

【劣化部位に応じた塗装範囲の決定例】

塗膜の劣化が広範囲に拡がって全面的な塗替

えを行うべき状態まで放置するとその限られた範

囲で腐食が顕著に進展し、橋の安全性の低下を

招くなど重大な影響を及ぼす危険性がある。

鋼道路橋の部分塗替え塗装要領（案）

60

迅速な応急措置

仮支承位置の
補強用補剛材

桁断面欠損発見時の対応 沓座モルタル・支承破損発見時の対応

鋼材亀裂発見時の対応

あくまで応急措置なので
長期間存知は禁物

先ずは調達可能な資材で対応
角材・雑誌・Ｈ鋼材等

亀裂拡大防止としてストップ
ホール施工、ＨＴＢ設置による
穴（断面欠損）補強

通行可否の判断
仮受け支点部には、補強用補
鋼材の設置、サンドルは連結
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６．まとめ

62

○ 過去の知見が活かされていない

○ 時代の変化に対応できていない

○ 現地自然・環境条件調査不足

○ 設計者の理解不足（管理に関する意識薄）

○ 発注者の理解不足（管理に関する意識薄）

○ 経済性追求、予算の制限

○ 関係機関との協議不足

○ 景観優先の弊害

○ 施工者の理解不足（管理に関する意識薄）

新設時配慮すべき管理意識

63

○ 原因(要因)特定のための調査不足

○ 設計にあたっての既設構造物等の障害調査不足

○ 設計者の理解不足

○ 発注者の理解不足

○ 持っている製品機能の理解不足

○ 予算の制限、増額の縛り

○ 施工にあたっての既設構造物等の障害

○ 施工者の理解不足

補修・補強工事の有効性検証
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それぞれの方が、

長寿命化に向けた取り組み・工夫を

それぞれの立場で、

実施して頂くことが重要。

ご静聴ありがとうございました

おわりに
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巻末資料

「東日本大震災」 後の緊急点結果と損傷概要

東日本大震災とは；

3.11に発生した東北地方太平洋沖地震のほか、4.7はじめとした余震が続き、

被害が本震のものか特定できていないため、「東日本大震災」と定義している。
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震後の緊急点検の概要

①対象路線と範囲
◆震度６弱以上を観測した３県（岩手、

宮城、福島）の直轄国道１１路線を対象

（対象範囲は震度５強以上を目安）

◆津波の影響区間

◆福島原発の半径２０Kｍを除く範囲

②緊急点検橋梁数

(３３７)橋

(１，９０９)橋

直轄国道横架橋（OB）

合 計

１，５７２橋小 計

４１５橋側 道 橋

１，１５７橋本 線 橋

《本線橋＋側道橋：1,５７２橋》

被災の有無

損傷なし

612橋(39%）

損傷あり

960橋（61%）

管内直轄橋梁の約６５％
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参考 耐荷力に関する被災度《Ａｓ：落橋》事例

68

参考 耐荷力に関する被災度《Ａ：大被害》事例
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点検結果（損傷箇所全体）

《本線橋＋側道橋：１,５７２橋》

損傷箇所（2,192箇所）/960橋あたり

損傷個所 橋梁数 考 察

橋梁全体 27 落橋、上部工ずれ、流木

路面 93 ひびわれなど

伸縮装置 173 目地ひびわれ、遊間異常、段差

橋台背面 659 路肩や歩道部の段差含む

高欄・地覆 149 津波による損傷が多い

支承② 147 モルタル、サイドブロック破損

落橋防止装置 32 台座コンクリート破損

上部工 88 主桁変形、亀裂、地覆

下部工（沓座） 60 モルタル破損、縁端の剥落

パラペット 65 ひびわれ、剥離など

橋台側壁 73 ひびわれ、剥離

橋台壁 61 ひびわれ、剥離など

橋台洗掘 22 津波による洗掘

橋脚梁 17   梁のひび割れ、剥離

橋脚柱 25 巻立てモルタルの剥落

橋脚洗掘 24 津波による洗掘

擁壁類 243 ずれ、ひびわれ

護岸工 144 ずれ、沈下

添架物 90 破断、抜け、曲り

合計 2192

橋脚柱
25橋( 1%)

橋脚梁
17橋(1%)

橋台洗掘
22橋(1%) 橋台壁

61橋(3%)

橋台側壁
（ウィング）

73橋(3%) パラペット
65橋(3%)

下部工
（沓座）
60橋(3%)

上部工
88橋(4%)

落橋防止装置
32橋(1%)

支承
147橋(7%)

擁壁類,
243橋(11%)

護岸工
 144橋(7%)

添架物
90橋(4%)

高欄・地覆
 149橋 (7%)

橋梁全体
 27橋(1%)

路面 93橋(4%)

伸縮装置,
 173橋(8%)

橋台背面,
 659橋(30%)

橋脚洗掘
24橋( 1%)

津波による被災含む
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主要な損傷事例（橋台背面段差・損傷）
車道部踏掛版未設置 車道路肩部踏掛版未設置

歩道部

車道部踏掛版設置
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主要な損傷事例（支承部損傷）

（橋台背面段差）
鋼製支承（ローラ沓）損傷 ゴム支承の残留変形

支承サイドブロック損傷移動制限装置の破断台座コンクリート損傷

支承サイドブロック損傷
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主要な損傷事例（落橋防止システム損傷）

ｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ損傷 変位制限装置の損傷 緩衝ゴムの損傷

変位制限装置バーの変形落橋防止装置損傷



73

伸縮装置遊間異常

主要な損傷事例（伸縮装置損傷・主桁損傷）

伸縮装置部の遊間異常 伸縮装置部の段差

主桁端部の座屈損傷

主桁端部の座屈損傷

74

主要な損傷事例（擁壁等損傷・その他）

翼壁の破損・段差

ブロック積みの破損・沈下連続擁壁の傾き、空き


